
高知県立高知城歴史博物館地域企画室だより

　
高
岡
郡
津
野
町
貝
ノ
川
床
鍋
集
落
は
、
か
つ
て
林
業
や
炭
焼
き
で
栄
え
、
昭
和
三
〇

年
代
に
は
三
〇
〇
人
以
上
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
度
経
済
成
長
期
以

降
、
林
業
の
斜
陽
化
に
伴
い
人
口
が
減
少
し
、
現
在
の
戸
数
は
三
三
世
帯
、
人
口
は

七
三
人
（
令
和
二
年
度
「
国
勢
調
査
」
調
べ
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
、
高
知
大
学
地
域
協
働
学
部
の
学
生
二
人
が
、
研
究
フ

ィ
ー
ル
ド
と
し
て
こ
の
床
鍋
集
落
を
選
択
し
、
そ
こ
で
見
聞
き
し
た
集
落
の
日
常
や
、

人
々
の
暮
ら
し
を
後
世
に
伝
え
た
い
と
、
風
景
・
風
習
・
歴
史
・
生
活
な
ど
集
落
の
あ

ら
ゆ
る
も
の
を
調
査
し
一
冊
の
本
に
ま
と
め
ま
し
た
。
同
時
に
、
取
材
の
過
程
で
収
集

し
た
膨
大
な
記
録
映
像
を
整
理
し
、
保
存
す
る
手
立
て
を
講
じ
る
な
ど
、
地
域
調
査
で

考
え
る
べ
き
課
題
の
一
つ
で
あ
る
デ
ー

タ
整
備
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
、
映
像
はYouTube

チ
ャ
ン

ネ
ル
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
「
貝
ノ
川
床
鍋
映
像
ア
ー
カ
イ

ブ
」
で
は
映
像
提
供
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
　
　 

　
　  （
室
長
　
岡
本
麻
衣
）

　
五
月
二
十
二
日
の
朝
日
新
聞
高
知
版
に
、
長
岡
郡
大
豊
町
で
始
ま
っ

た
『
ち
い
き
計
画
』
作
成
の
話
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
見
出
し
文
に
は
、｢｢

限
界｣

の
町　
独
自
計
画
で
挑
む｣

、「
高
知
・

大
豊　
国
の
農
地
集
約
方
針
に
違
和
感｣

、｢

地
域
の
課
題｢

住
民
と
解

決｣

目
標　
魅
力
再
発
見
も｣

と
あ
り
ま
す
。
以
下
、
記
事
を
要
約
す

れ
ば
、
次
の
様
な
内
容
で
す
。

　
「
農
林
水
産
省
は
、
耕
作
放
棄
の
可
能
性
の
あ
る
農
地
を
集
約
し
、

大
規
模
農
家
を
育
て
る
こ
と
を
念
頭
に
、
目
指
す
べ
き
農
地
利
用
を
盛

り
込
ん
だ｢
地
域
計
画｣

の
提
出
を
、
全
国
の
市
町
村
に
求
め
て
い
る

が
、
こ
れ
に
対
し
、
平
坦
な
土
地
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
担
い
手
も
い
な

い
現
状
か
ら
、
大
豊
町
で
は
農
地
の
集
約
は
現
実
的
で
な
く
、
よ
り
実

態
に
即
し
た
計
画
が
必
要
と
判
断
、
国
の｢

地
域
計
画｣

と
並
行
し
て

町
独
自
の
『
ち
い
き
計
画
』（
ひ
ら
が
な
地
域
計
画
）
づ
く
り
を
始
め
た
。

町
内
八
五
集
落
を
一
〇
エ
リ
ア
に
分
け
て
、
農
業
の
み
な
ら
ず
地
域
の

諸
課
題
を
共
有
し
、
そ
の
解
決
方
法
を
住
民
と
役
場
が
一
緒
に
考
え
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
エ
リ
ア
ご
と
の
集
会
で
は
、
集
落
の
過
去
と
現
在
、

そ
し
て
将
来
を
自
由
に
語
り
合
う
と
と
も
に
、
昔
話
に
も
花
が
咲
き
、

役
場
に
と
っ
て
も
地
域
の
魅
力
再
発
見
の
機
会
に
も
な
っ
た
。」

　
記
事
で
は
、
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
首
長
や
議
員
に
よ
る｢

住
民

自
治｣

と
、集
落
ご
と
に
住
民
が
相
談
し
な
が
ら
進
め
る｢
集
落
自
治｣

、

二
つ
の
自
治
を
取
り
戻
す
取
り
組
み
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
、

研
究
者
の
コ
メ
ン
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
館
の
地
域
連
携
事
業
は
、
大
豊
で
の
試
行
と
理
念
を
共
有
す
る
も

の
で
あ
り
、
地
域
が
抱
え
る
現
在
的
課
題
を
、
集
落
を
単
位
と
し
て
、

現
場
と
密
に
連
携
し
な
が
ら
考
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
机
上

だ
け
で
な
く
、
地
域
と
の
対
話
を
通
し
て
現
地
の
知
恵
に
学
び
な
が
ら
、

文
化
施
設
と
し
て
何
が
出
来
る
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
我
々
が
で
き
る
こ
と
は
微
々
た
る
も
の
で
す
が
、
長
い
時
間
を
か

け
て
で
き
た
地
域
の
人
々
と
の
信
頼
関
係
は
、
い
ず
れ
大
き
な
連
携
と

連
鎖
を
生
む
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
す
。（

館
長　
渡
部
淳
）

城
博
の
活
動

『
地
域
学
芸
員
』
養
成
講
座

　
当
室
で
は
、
令
和
元
年
度
よ
り
、
毎
年
、
県
内
三
会
場
に
お
い
て
、
全
一
〇
回
の

連
続
講
座
と
し
て
、
地
域
の
文
化
施
設
等
で
活
躍
す
る
人
材
を
養
成
す
る
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。「『
地
域
学
芸
員
』
養
成
講
座
」
と
銘
打
っ
た
本
講
座
は
、
博
物
館

学
・
資
料
保
存
・
資
料
取
扱
・
資
料
調
査
・
普
及
・
広
報
・
古
文
書
解
読
な
ど
、
博

物
館
で
日
々
行
わ
れ
て
い
る
様
々
な
活
動
に
関
連
す
る
内
容
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
講
座
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
た
だ
の
技
術
習
得
講
座
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
座

学
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
気
を
つ
け
る
べ
き

心
構
え
等
も
伝
え
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
当
館
が
地

域
資
料
の
調
査
を
行
う
際
、
講
座
受
講
者
に
も
参
加

を
呼
び
か
け
、
実
際
の
調
査
現
場
に
お
い
て
、
講
座
で

身
に
つ
け
た
知
識
や
技
術
を
活
か
す
、
実
践
的
な
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
の
場
を
設
け
る
こ
と
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
講
座
を
行
っ
た
会
場
か
ら
は
、「
自
信

を
持
っ
て
で
き
る
作
業
が
増
え
て
う
れ
し
い
」
等
の
声

も
届
い
て
い
ま
す
。　
　

  （
主
任
学
芸
員　
片
岡
剛
）

地
域
の
取
り
組
み

貝
ノ
川
床
鍋
集
落
×
高
知
大
学
地
域
協
働
学
部
学
生

限
界
集
落
の「
今
」を
記
録
す
る

養成講座 資料調査実習の様子

地
域
と
の｢

対
話
と
連
携｣

　

活動内容をまとめた本
『撮っとこ！床鍋』

（前田大我・伊藤美紀 著）
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日
本
近
代
史
研
究
で
は
、
戦
争
と
軍
隊
の
項
目
は

不
可
欠
で
す
。
地
域
研
究
に
お
い
て
も
、
戦
時
体
制

の
研
究
と
合
わ
せ
て
、
出
身
将
兵
に
関
す
る
個
別
情

報
の
収
集
と
分
析
は
必
須
で
し
ょ
う
。

　
高
知
県
で
は
、
護
国
神
社
に
本
部
を
置
く
高
知
県

遺
族
会
が
、
市
町
村
や
戦
没
地
ご
と
の
戦
死
者
の
統

計
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
日

清
戦
争
か
ら
昭
和
二
〇 (

一
九
四
五)

年 
ま
で
の
約

五
〇
年
間
の
戦
死
者
は
、
軍
属
を
含
め
三
二
，
六
三

一
人
を
数
え
ま
す
。
更
に
個
別
の
事
例
を
知
る
た
め

に
は
、
市
町
村
が
編
集
し
た
自
治
体
史
が
参
考
に
な

り
ま
す
。
か
つ
て
の
自
治
体
史
は
、巻
末
に
「
英
霊
」

を
ま
と
め
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
地
域

単
位
で
の
召
集
と
戦
死
者
の
傾
向
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
帰
還
兵
を
含
む
全
体
を
把
握

す
る
に
は
、
戦
友
会
誌
や
部
隊
史
な
ど
も
重
要
で
す
。

　
文
献
で
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
地
域
の
忠
霊
塔

や
墓
地
に
赴
き
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。
特
に
戦
死

者
墓
の
側
面
に
は
、
出
生
か
ら
戦
死
ま
で
の
経
歴
が

詳
細
に
彫
り
こ
ま
れ
る
場
合
が
多
く
、
一
兵
士
の
生

涯
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
然
な
が
ら
、
調
査

は
関
係
者
の
許
可
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
高
知
県
の
帰
還
者
・
戦
死
者
の
血
縁
関
係
者
は
、

陸
軍
の
場
合
は
高
知
県
庁
（
地
域
福
祉
政
策
課
）、
海

軍
の
場
合
は
厚
生
労
働
省
（
社
会
・
援
護
局
）
で
、

兵
籍
簿
や
軍
歴
証
明
書
の
発
行
を
申
請
で
き
ま
す
。

氏
名
・
官
職
・
叙
位
叙
勲
・
召
集
時
期
・
出
航
港
・

配
属
・
任
官
・
進
級
・
従
軍
記
録
・
賞
罰
・
傷
病
治

癒
・
召
集
解
除
時
期
等
、
時
に
銃
後
の
者
も
知
り
得

な
い
情
報
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　

 （
渡
部
淳
）

高
知
県
の
兵
士

「
校
歌
」

「
校
歌
」

岐
阜
女
子
大
学 

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
所
編

地
域
文
化
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
は
、
有
形
無
形
の
歴
史
・
文
化
資
産
を
「
文

字
」
「
映
像
」
「
画
像
」
「
音
声
」
な
ど
デ
ジ
タ
ル
の
形
で
記
録
・
保
存
・

蓄
積
し
、
誰
も
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
公
開
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　
本
書
は
、
地
域
文
化
資
料
を
題
材
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
開

発
の
基
礎
的
な
考
え
方
と
そ
の
利
用
に
つ
い
て
ま
と
め
た
手
引
書
で
す
。

そ
こ
で
取
り
上
げ
る
資
料
は
、
古
文
書
や
日
記
類
と
い
っ
た
文
献
だ
け
で

な
く
、
祭
り
な
ど
の
年
中
行
事
、
民
話
や
わ
ら
べ
歌
、
さ
ら
に
は
戦
争
体

験
の
口
述
記
録
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
、
歴
史
・
民
俗
・

伝
統
・
産
業
・
生
活
文
化
と
い
っ
た
、
地
域
文
化
を
捉
え
る
主
な
視
点
ご

と
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
に
応
じ
た
ア
ー
カ
イ
ブ
論
を
、
具
体
的

な
実
践
事
例
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
第
一
歩
で
あ
り
、
そ
の
後
の
保
存
や
利

活
用
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
、
カ
メ
ラ
や
ス
キ
ャ
ナ
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ

や
ド
ロ
ー
ン
な
ど
を
用
い
た
記
録
方
法
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
法
や

留
意
点
が
丁
寧
に
解
説
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
デ
ジ
タ
ル
を
利
用
し
た
地
域

研
究
を
考
え
る
際
の
参
考
と
な
る
書
と
い
え
ま
す
。

（
岡
本
麻
衣
）

（
樹
村
房
二
〇
一
七
）

令和７年度「地域講座」のご案内

●地域資料相談（３件：高知市・佐川町）●市町村文化施設相談窓口
（３件：安芸市・土佐市・四万十市）● ｢出張講座」開催（香美市）●
｢歴史資料（古文書）調査作業見学会｣ 開催（安芸市・四万十市）● ｢地
域散策会｣ 開催（四万十町窪川地区）● ｢第４回 地域文化講座｣ 開催（講
師：仁淀川町・いの町の地域団体）●「出張ジョーハクin黒潮町」開催

（黒潮町）● ｢お城下で見る土佐国～立山神社の棒術・獅子舞～｣ 開
催 ●高知市中心市街地との連携〈高知まちゼミ実行委員会主催 ｢まち
ゼミ｣ へ参加〉●「地域学芸員」養成講座（城博・奈半利町・中土佐町）
● ｢地域学芸員」養成講座フォローアップ研修（中土佐町）●所蔵資料
目録編成への協力（支援対象館：津野町郷土資料館）

【令和６年１月～令和７年３月】

▶ 地域文化講座 年４回開催　　▶ 土佐文化講座 年２回開催
▶ 出張講座　　 年１回開催　　▶ 地域散策会　 年１回開催
▶ 歴史資料（古文書）調査作業見学会 ２会場 各１回開催
▶「地域学芸員」養成講座 ２会場 各10回開催

地
域
の
調
べ

方

地
域
の
言
葉

図
書
室

活動日録

地域企画室だより　第3号

※順次開催中！詳細は決まり次第、当館ホームページまたはチラシにてお知らせします。

当館ホームページはこちら！

【令和７年４月～８月】
●地域資料相談（３件：高知市・須崎市）●市町村文化施設相談窓口

（５件：高知市・安芸市）●南国市国府地区総合調査（国分・比江・左
右山地区）●地域の資料調査への協力〈｢ルーク・ロバーツ氏特別講演
会｣（調査成果発表）、｢戦後80年記念講座 昭和20（1945）年８月を語る｣

（調査成果発表）、「土佐神社土蔵資料調査報告会」（調査成果報告）〉●
地域の歴史・文化活動への協力〈「令和７年度 学級・講座運営説明会」

（講師派遣）、「地域交流ミニデイサービス事業（一ツ橋老人クラブ）」（講
師派遣）、障害者施設×文化施設「風のカレンダー」制作（県内関係施
設連携）、高知工科大学が取り組むPBLプロジェクトへの協力、｢夏休み
児童クラブ出張講座｣（県内11児童クラブ／高知市・南国市・香南市・
土佐市・須崎市・四万十市・土佐清水市・大川村）〉 ● ｢城博のＧＷ｣
にて土佐材ワークショップ・土佐茶のふるまい（産業連携）●高知市中
心市街地との連携〈高知まちゼミ実行委員会主催 ｢まちゼミ｣ へ
参加、協同組合帯屋町筋運営 ｢土曜夜市｣ へ出展、｢板垣退助生
誕祭｣ へ参加〉● ｢移住者 ･ 転勤者 ･ 新社会人 ･ 新入学生のため
の土佐文化講座｣ 開催 ● ｢第１回地域文化講座｣ 開催（講師：
高知大学准教授 望月良親氏）●「地域学芸員」養成講座（城博・香南
市）●県内文化施設の連携強化〈こうちミュージアムネットワー
ク事務局 総会出席、高知お城下文化施設の会事務局 総会出席〉

扌

　
意
外
な
こ
と
に
、

初
等
教
育
か
ら
高

等
教
育
ま
で
、
校

歌
の
制
定
を
定
め

た
法
律
は
あ
り
ま

せ
ん
。
戦
前
は
、

歌
詞
・
楽
譜
・
作
曲
者
な
ど
を
添
え
て
文

部
省
へ
申
請
、
許
可
を
得
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
そ
れ
さ
え
も
必
要
な
い
の
で
す
。

そ
う
い
え
ば
、
村
の
古
老
か
ら
、
小
学
校

の
校
歌
は
な
か
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
集
団
生
活

に
お
け
る
一
体
感
や
統
制
心
を
養
う
た
め

に
、
校
歌
の
制
定
は
徐
々
に
定
着
し
て
い

き
、
歌
詞
に
は
、
あ
る
定
型
の
よ
う
な
も

の
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

先
ず
、「
天
守
の
い
ら
か
」・「
鷲
尾
の

ふ
も
と
」
な
ど
、
具
体
的
な
地
名
な
ど

を
折
り
込
み
、
地
域
の
自
然
や
歴
史
を
説

明
し
ま
す
。
次
に
、
学
校
や
地
域
が
求
め

る
理
念
や
徳
目
が
謳
わ
れ
ま
す
。「
体
を

き
た
え
知
恵
を
ね
り
」「
勤
労
の
汗
た
く

ま
し
く
」「
真
理
の
旗
を
高
ら
か
に
」「
村

は
明
る
く
人
直
き
」
な
ど
で
す
。
そ
し
て
、

最
後
に
校
名
を
歌
っ
て
終
わ
り
ま
す
。
校

歌
は
、
地
域
を
知
る
た
め
の
史
料
と
し
て

の
意
味
も
持
っ
て
い
ま
す
。
歌
詞
と
楽
譜

を
セ
ッ
ト
で
保
存
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
甲
子
園
で
も
何
度
か
聞
い

た
高
知
市
立
高
知
商
業
高
等
学
校
の
校
歌

「
鵬ほ

う

程て
い

万ば
ん

里り

」
は
、
一
心
に
理
念
を
歌
い

上
げ
た
稀
有
な
も
の
で
す
。 （
渡
部
淳
）


